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頑張ることは楽しいんだ
　特別支援学校を卒業した高木敏明さんは、就労支援を受けた後、
昨年12月に（株）ニッパツ・ハーモニー厚木営業所に就職し、障害
のある仲間と共に、工場内の清掃や緑化作業に取り組んでいる。
「最初は緊張したけれど、すぐに仲良くなれた。頑張ってきれい
にできると楽しい」。高木さんを支える企業は、確実に作業を覚
えるための仕組みづくりに知恵を絞り、やる気と元気を大切に育
み、一つ一つ仕事を覚える姿を見守ってきた。すべて種から育て
るという花壇には、今春も菜の花が盛りを迎えようとしている。

〈写真・菊地信夫〉

福祉タイムズ

０２　特集
　　�平成２4年度県社協事業計画・予算
０4　
　　・�第２9回神奈川県障害福祉職員実践報告会開催報告
　　・�赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポー

ト募金」助成事業
０6　私のおすすめ
　　親子で楽しめる本��親の心が休まる本
０7　福祉最前線
　　神奈川県自閉症児・者親の会連合会
０8　連載
　　かながわの福祉課題を追う―第１回―
１０　県社協のひろば
　　平成２3年度課題発信シンポジウム開催報告ほか
１２　かながわ 情報
　　SDC♥～震災で神奈川に転校してきた中高生の会

編集・発行　　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
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推
進
項
目
１　

住
民
の
主
体
的
な
参
加
に

向
け
た
理
解
促
進
・
参
加
機
会
の
創
出
と

当
事
者
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み

　

住
民
の
主
体
的
な
参
加
や
活
動
に
向

け
、
理
解
を
促
進
す
る
取
り
組
み
や
、
参

加
の
機
会
の
創
出
な
ど
、
市
町
村
社
協
や

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
等
と
の
連
携
・
協
働

を
進
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
な
地
域
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市

町
村
社
協
や
福
祉
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
住
民
参
加
を

支
援
す
る
人
材
の
研
修
、
市
町
村
単
位
で

は
成
立
し
づ
ら
い
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ

ル
ー
プ
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

推
進
項
目
２　

地
域
の
状
況
に
応
じ
た

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進

　

新
た
な
課
題
や
は
ざ
ま
の
課
題
、
県
内

各
地
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
な
ど
の
情

報
収
集
や
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
中
学

校
区
な
ど
日
常
生
活
圏
域
に
着
目
し
た
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
な

ど
、
市
町
村
社
協
を
軸
に
、
民
生
委
員
児

童
委
員
、
福
祉
施
設
関
係
者
な
ど
と
連
携

し
て
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
や
、
更
生
保
護
活
動
と
福
祉

活
動
の
協
働
に
向
け
て
、
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

推
進
項
目
３　

身
近
な
地
域
に
お
け
る

権
利
擁
護
相
談
体
制
づ
く
り
の
推
進

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
や
障

害
者
等
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
町
村
社
協
等
と
連
携
し
て
、
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
や
成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
相
談
か
ら
問
題
解
決
に
至
る

相
談
支
援
機
関
の
連
携
強
化
と
住
民
活
動

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
支
援
し
、
市

町
村
社
協
等
と
の
協
働
の
も
と
、
市
町
村

域
に
お
け
る
「
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー

機
能
（
仮
称
）」
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

推
進
項
目
４　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
向
け
た
、法
人
・
施
設
等
へ
の
支
援

と
人
材
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み

　

法
人
・
施
設
の
経
営
・
運
営
基
盤
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
の
受
審
促
進
及
び
受
審
効
果

を
普
及
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

福
祉
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
と
り

わ
け
他
業
種
か
ら
の
転
職
者
や
介
護
・
福

祉
の
仕
事
に
関
し
て
経
験
の
浅
い
求
職
者

の
就
労
促
進
に
向
け
、
福
祉
従
事
者
養
成

校
と
協
働
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

高
校
生
等
若
年
層
に
向
け
た
仕
事
理
解
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

福
祉
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
福
祉
人
材
現
任
者
研

修
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
施

設
や
身
近
な
地
域
で
受
講
で
き
る
研
修
の

実
施
に
向
け
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

推
進
項
目
５　

低
所
得
世
帯
や
障

害
者
、
高
齢
者
世
帯
等
の
生
活

の
再
建
や
自
立
に
向
け
た
支
援

　

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
中
、
生
活
福

祉
資
金
貸
付
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

と
と
も
に
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
を

　

厳
し
い
経
済
情
勢
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
の

希
薄
化
、
多
様
化
・
複
合
化
す
る
福
祉
課
題
な
ど
、
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
難
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
私
た
ち
の
生
活
が
公
的
な
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
だ
け
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
活
動
推
進
計
画
の
２
年
次
に
あ
た
る
本
年
、
初
年
度
の
実
績
や
成
果
を
も
と
に
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い（
共
助
）の
仕
組
み
を
推
進

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成24年度 総合資金収支予算書 (単位：千円)

特
集

住
民
の
主
体
的
な
参
加
と
公
私
協
働
に
よ
る

　
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

― 

平
成
24
年
度
県
社
協
事
業
計
画
・
予
算 

―

会計単位 前年度予算額 当初予算額 増　減
一般会計 8,700,813 8,682,405 △18,408
公益事業特別会計 673,903 499,237 △174,666
収益事業特別会計 23,602 21,861 △1,741
生活福祉資金特別会計 6,265,181 4,868,822 △1,396,359
県単生活福祉資金特別会計 4,930 4,652 △278
生活福祉資金貸付事務費特別会計 259,333 267,805 8,472
要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計 100,002 113,002 13,000
臨時特例つなぎ資金特別会計 103,531 102,579 △952

合　　　　計 16,131,295 14,560,363 △1,570,932
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通
じ
て
み
え
る
失
業
者
や
低
所
得
世
帯
等

へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
等
へ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

推
進
項
目
６　

県
社
協
の
経
営
・

運
営
体
制
整
備

　

新
規
会
員
の
拡
充
や
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
財
源
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
た
め
に
、
各
事
業
の
連
携
を

図
り
効
率
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

推
進
項
目
７　

情
報
発
信
機
能
と

政
策
提
言
機
能
の
強
化

　

多
様
化
・
複
合
化
す
る
福
祉
課
題
に
つ

い
て
、
県
民
や
福
祉
関
係
者
の
意
識
を
共

有
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
情

報
収
集
や
発
信
機
能
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
本
会
会
員
な
ど
福
祉
の
第
一

線
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
方
々
の
声
を

も
と
に
政
策
提
言
と
し
て
ま
と
め
、
発
信

し
て
い
き
ま
す
。（
関
連
記
事
８
・
９
面
）

特
別
対
応
課
題　

東
日
本
大
震
災
を

踏
ま
え
た
災
害
時
へ
の
対
応
の
促
進

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
本
会
会
員
や

関
係
団
体
等
が
被
災
地
支
援
に
果
た
し
た

役
割
や
課
題
等
を
把
握
・
整
理
し
、
本
会

部
会
・
協
議
会
・
連
絡
会
に
お
け
る
活
動

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
な
ど
に

よ
り
、
継
続
し
て
被
災
地
へ
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
本
県
に
お
け
る
災
害
時
の

福
祉
活
動
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

基
本
目
標
Ⅰ　

多
様
な
主
体
の
参
加
と
協
働
に
よ
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進

推
進
項
目
１

計画事業1-1　多様な主体の参加と協働による福祉の土壌づくり
ともしびポスター・絵本コンテスト、神奈川県福祉作文コンクール開催事業
ともしび運動強化促進事業
福祉を育む学び協働事業
かながわボランティアセンターの運営
ボランティア活動実践交流会の開催
ゆめかながわシニアフェスタ事業
全国健康福祉祭派遣事業
ボランティアコーディネーター研修
地域福祉（ともしび）推進助成事業

計画事業1-2　当事者活動支援等を通じた当事者エンパワメントへの取り組み
セルフヘルプ・グループ活動支援事業
セルフヘルプ活動支援普及事業
ともしびショップ支援事業
障害者等ＩＴ利活用推進事業
自助具普及事業

計画事業1-3　寄託や各種基金の理解促進と効果的運用に向けた取り組み
寄託・各種基金事業
各種基金事業

推
進
項
目
２

計画事業2-1　新たな課題に対する地域福祉活動を広げる取り組み
市町村ともしび運動推進事業
精神保健ボランティア等ネットワーク事業
地域福祉コーディネート機能の推進による地域福祉の基盤整備
若い世代に向けた地域福祉活動普及啓発事業
地域福祉（ともしび）推進助成事業（再掲）

計画事業2-2　市町村社協との連携・協働
市町村社協地域福祉活動計画等への個別支援
市町村社協の経営・運営基盤の強化の推進
市町村社協部会等各協議の場による地域福祉の推進
コミュニティワーク検討会、コミュニティワーク実践研修（仮称）
市町村社協ボランティアセンターの機能強化に向けた支援

計画事業2-3　民生委員児童委員との連携・協働
民生委員児童委員が活動しやすい環境づくりに向けた取り組み
民生委員児童委員研修
神奈川県民生委員児童委員協議会事業への協力
 部会委員会の開催、民生委員児童委員活動推進会議の開催、県・指定都市
民生委員児童委員協議会自主活動の支援等　

計画事業2-4　保護司との連携・協働
社会を明るくする運動や更生保護大会等への協力
更生保護活動と福祉活動の協働の推進
保護司部会の運営

計画事業2-5　災害時における福祉分野の取り組みの推進
災害時支援団体等活動調査事業
災害ボランティア関係機関・団体連絡会の開催
市町村社協災害ボランティアセンター指針の改定

基
本
目
標
Ⅱ　

利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

推
進
項
目
３

計画事業3-1　広域性・専門性をそなえた権利擁護相談の推進
権利擁護相談支援事業

計画事業3-2　日常生活自立支援事業の強化・推進
福祉サービス利用援助事業
日常生活自立支援事業の理解促進
専門員・生活支援員等の資質向上への取り組み

計画事業3-3　成年後見制度の推進
成年後見制度相談事業
市町村社協等の法人後見支援事業
市民後見制度普及支援事業

計画事業3-4　福祉サービスの苦情解決の推進（再掲）

計画事業3-5　市町村域における権利擁護ネットワーク形成支援
権利擁護ネットワーク形成事業

推
進
項
目
４

計画事業4-1　法人・施設等の経営基盤、運営体制への支援の強化
社会福祉法人等経営指導事業
自主監査事業
社会福祉法人会計簿記研修
社会福祉事業振興資金貸付事業
退職手当共済制度事業
社会福祉施設賠償責任保険事業
価格評価事業
経営者部会（再掲）

基
本
目
標
Ⅱ　

利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

推
進
項
目
4

施設部会（再掲）
かながわ高齢者福祉研究大会事業（再掲）
母と子のつどい事業
第２種正会員連絡会・第３種正会員連絡会

計画事業4-2　福祉サービスの質の向上に向けた評価活動の推進
自己評価の促進、支援のための研修事業
福祉サービス利用者意向調査推進事業
受審促進事業
評価結果の利活用促進に向けた情報提供事業
評価実施体制・環境整備事業
評価結果等からの課題解決に向けた検討、情報提供等の実施

計画事業4-3　福祉サービスの苦情解決の推進
苦情解決体制整備事業
苦情解決事業
運営監視事業

計画事業4-4　 法人・施設等の専門性を生かした活動の促進や福祉事業の健
全な発展に向けた取り組みの推進

経営者部会法人あり方検討委員会
かながわ高齢者福祉研究大会事業
経営者部会
施設部会
民間社会福祉事業従事者等海外研修

計画事業4-5　福祉人材確保に向けた取り組みの推進
無料職業紹介事業の実施
しごとフェア等の実施
高校生等に向けた仕事理解の促進
教員免許取得にかかる介護等体験の調整
福祉人材の確保等に関する調査の実施
介護福祉士等修学資金貸付事業

計画事業4-6　「階層別研修体系」の再構築と研修の充実
キャリアパスに対応した「階層別研修体系」の検討
福祉人材現任者研修の実施

計画事業4-7　資格取得支援と資質向上に向けた取り組み
介護支援専門員実務研修受講試験準備講習会等の実施
介護福祉士資格取得準備講習会等の実施
介護支援専門員実務研修受講試験の実施
介護支援専門員実務研修の実施
介護支援専門員証交付事務事業の実施
介護支援専門員専門研修課程Ⅰ（更新研修33時間）の実施
介護支援専門員専門研修課程Ⅱ（更新研修20時間）の実施

計画事業4-8　職場や地域における人材育成研修の支援に向けた取り組み
職場内研修実施に向けた支援
地域における新たな研修機会の創出に向けた検討

基
本
目
標
Ⅲ　

生
活
の
再
建

や
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支

援
へ
の
取
り
組
み
の
充
実

推
進
項
目
５

計画事業5-1　生活福祉資金等による経済的な自立に向けた支援
生活福祉資金・臨時特例つなぎ資金貸付事業の実施
 生活福祉資金貸付事業運営計画の策定とそれに基づく関係機関・団体等への
調整

計画事業5-2　 低所得者や失業者等の支援機関・団体等との連携・協働体制の
強化

福祉と雇用等の連携・協働の強化、充実
 生活福祉資金貸付事業運営計画の策定とそれに基づく関係機関・団体等へ
の調整（再掲）

計画事業5-3　日常生活自立支援事業の強化・推進（再掲）

基
本
目
標
Ⅳ　

神
奈
川
県
社
協
の

体
制
整
備
と
機
能
強
化

推
進
項
目
６

計画事業6-1　神奈川県社協の経営体制の強化
各種委員会と役員会等との連携推進
会員の加入促進及び会員相互の交流の促進
中期経営目標に基づく執行体制づくり

計画事業6-2　神奈川県社協の運営体制の強化
活動推進計画進行管理事業
事業評価と外部監査の実施による適正な執行
職員研修の実施

推
進
項
目
７

計画事業7-1　情報発信機能の強化
県社協活動広報事業
局内情報活用ネットワーク構築事業
情報管理体制整備事業

計画事業7-2　政策提言、提案と緊急課題の発信
課題の集約と提言などによる発信

<平成24年度計画事業と主な取り組み>

※詳細は本会ホームページ（http://www.knsyk.jp）をご覧ください
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「
神
奈
川
県
障
害
福
祉
職
員
実
践
報

告
会
」
は
、１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
、

「
第
１
回
愛
護
職
員
研
究
大
会
」
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
本
県
の
知
的
障
害
福

祉
に
関
わ
る
機
関
・
団
体
の
協
議
会
と

し
て
、
１
９
６
３
（
同
38
）
年
に
発
足

し
た
「
神
奈
川
県
精
神
薄
弱
者
愛
護
協

会
」（
現
在
は
「
神
奈
川
県
知
的
障
害

施
設
団
体
連
合
会
（
略
称
：
県
知
連
）」

に
改
組
）
が
中
心
と
な
り
、
立
ち
上
げ

た
も
の
で
す
。

　

１
９
７
９
（
同
54
）
年
２
月
に
は
、

「
愛
護
研
究
発
表
大
会
」
と
し
て
、
実

践
報
告
会
と
、「
施
設
の
こ
れ
か
ら
進

む
道
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
９
９
８
年
か
ら
08
年
の

間
は
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
協
会
関

係
者
か
ら
の
再
発
足
を
希
望
す
る
声
を

受
け
て
、
09
年
に
再
開
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
29
回
大
会
は
、
新
た
に
神
奈
川
県

身
体
障
害
施
設
協
会
（
略
称
：
県
身
障

協
）
が
加
わ
り
、
県
知
連
・
神
奈
川
県

民
間
知
的
障
害
施
設
協
同
会
の
３
団
体

の
主
催
と
し
て
、
大
会
を
「
神
奈
川
県

障
害
福
祉
職
員
実
践
報
告
会
」に
改
称
。

「
本
人
主
体
の
支
援
体
系
の
構
築
を
目

指
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
月
３
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

実
践
報
告
会
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
日
々
の
実
践

を
報
告
し
合
い
、
施
設
職
員
の
支
援
技

術
の
向
上
を
図
り
、
障
害
福
祉
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
９
月
か
ら
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
構
成
員
は
、
県

知
連
か
ら
施
設
長
会
・
部
課
長
等
会
・

支
援
ス
タ
ッ
フ
部
会
の
代
表
、
協
同
会

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
部
会
の
委
員
、
県
身
障

協
の
委
員
と
し
、
計
４
回
の
協
議
を
踏

ま
え
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

特
に
分
科
会
の
企
画
に
つ
い
て
は
、

報
告
者
や
助
言
者
と
の
調
整
を
含
め
、

実
行
委
員
が
総
合
的
に
進
行
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
場
の
準
備
な

ど
、
県
社
協
と
協
力
し
て
当
日
の
運
営

を
進
め
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
「
人
は
、人
の
中
で
」

と
の
演
題
で
、
(福)
十
愛
療
育
会
理
事
長

の
日
浦
美
智
江
さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ

き
、
分
科
会
で
は
「
困
難
事
例
へ
の
支

援
」「
相
談
支
援
の
あ
り
方
」「
地
域
の

暮
ら
し
へ
の
支
援
」「
発
達
障
害
児
者

の
理
解
と
支
援
」「
高
齢
化
に
伴
う
支

援
」「
日
中
活
動
の
支
援
」
と
い
う
６

つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
実
践
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
の
参
加
者
206
名
を
超

え
る
、
354
名
の
参
加
が
あ
り
、
熱
気
の

あ
る
情
報
交
換
・
意
見
交
換
等
が
各
分

科
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
第
30
回
報
告
会
（
来
年
２
月

を
予
定
）
の
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
関
係

団
体
か
ら
の
幅
広
い
実
践
の
報
告
を
行

い
、
関
係
施
設
職
員
の
支
援
技
術
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆ 

神
奈
川
県
知
的
障
害
者
施
設
団
体
連
合
会

　

☎ 

045
―
316
―
５
６
１
０

　

℻ 

045
―
324
―
０
４
２
６

　

URL http://w
w
w
.kanagaw

a-id.org/
 

（
神
奈
川
県
知
的
障
害
福
祉
協
会
）

本
人
主
体
の
支
援
体
系
の
構
築
を

目
指
し
て
―「
第
29
回
神
奈
川
県
障
害

福
祉
職
員
実
践
報
告
会
」開
催
報
告

第29回大会・第３分科会「地域の暮らしへの（触法等を
含めて）支援」の発表風景

（1）困難事例への支援
　 強度行動障害への支援／入所施設内での生活環境の変化によ
る強い不安から、攻撃的な行動が顕著になり、集団生活に困
難をみせるようになった利用者への取り組み／ネグレクトか
らくる反応性愛着障害への支援（児童施設からの加齢児を受
け入れて）／短期入所地域拠点事業所配置事業実績報告

（2）相談支援のあり方
　 高次脳機能障害者の単身生活を支える地域連携／入所施設に
おける相談支援―ストレングマネージメントを活用した余暇
支援／家庭基盤の脆弱な知的障害者へのアプローチ

（3）地域の暮らしへの（触法等含めて）支援
　 触法、ネグレクト等地域移行プロジェクトの取り組み／ケア
ホーム利用者の高齢化に伴う支援の実際／触法障害者の広域
的支援の取り組み

（4）発達障害児者の理解と支援
　 早期療育の視点と支援／広汎性発達障害児の入所後の地域移
行について／突発的な粗暴行為が顕著な発達障害のある利用
者への支援について

（5）高齢化に伴う（医療的ケア等）支援
　 高齢化・重度化による摂食・嚥下の取り組み／入所利用者に
対する経口摂取支援と他職種との連携について／医療的ケア
の取り組み―医療と介護の現場協働を目指して／介護職員等
による喀痰吸引等についての制度

（6）日中活動の支援
　 中途障害者の日中活動／日中活動の再編／新たな生産活動へ
の取り組み／家族とともに

第29回神奈川県障害福祉職員実践報告会
分科会・実践報告テーマ一覧（抜粋）
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一般社団法人

福祉施設経営相談室　税務・会計の専門相談員

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

　

(福)
中
央
共
同
募
金
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
等
で
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
活

動
支
援
を
行
う
た
め
、
赤
い
羽
根
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
サ

ポ
ー
ト
募
金
」
を
創
設
し
、
昨
年
５
月

か
ら
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
支
援
活
動
が
広

域
化
・
長
期
化
し
、発
災
当
時
と
は
ニ
ー

ズ
も
変
わ
っ
て
き
た
た
め
、
こ
の
募
金

に
よ
る
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
助
成
期

間
を
２
０
１
５（
平
成
27
）年
３
月
ま
で

延
長
し
、中
長
期（
１
カ
月
以
上
）の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
変
更
、年
間
の
助
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
公
表
す
る
な
ど
、
３
月
か
ら
新
た

な
要
項
で
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
方
々
に
寄
り
添
い
、
協
力

し
合
い
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
継
続

的
に
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
支
え
る

人
を
支
え
る
募
金
が
必
要
で
す
。
３
月

末
日
現
在
、
こ
の
募
金
の
総
額
は
32
億

円
を
超
え
ま
し
た
。
今
後
、
50
億
円
を

目
標
に
、
来
年
３
月
末
ま
で
寄
附
の
募

集
は
続
き
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

支
え
る
人
を
支
え
る
募
金
―
赤
い

羽
根「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
サ
ポ
ー
ト
募
金
」助
成
事
業

2012年2月29日～3月28日

赤い羽根「災害ボランティア・ＮＰＯ
活動サポート募金」助成事業のご案内
◆応募受付期間と決定時期　※第11次以降は未定

◆応募方法
　ホームページの応募専用フォームに入力、もしくは郵送
　URL　http://akaihane.or.jp
◆問合先　(福)中央共同募金会 企画広報部(ボラサポ担当)
　☎03-3581-3846(代)　FAX 03-3581-5755
　E-mail support@c.akaihane.or.jp
　フェイスブックURL http://www.facebook.com/borasapo/
※受付時間：月～金曜日９:30～17:30（祝日・年末年始を除く）

平成24年度応募受付期間 助成決定時期【予定】
第８次 ６月１日(金)～29日(金) ９月中旬
第９次 ９月１日(土)～28日(金) 12月中旬
第10次 12月10日(月)～１月10日(木) ３月下旬

●不育症治療に助成開始（秦野市・横須賀市）
　平成24年度予算の中で、妊娠しても流産や死
産を繰り返す「不育症」について、治療費の一
部を助成する事業を、秦野市・横須賀市が開始
する方針を示した。本県では、昨年10月に大和
市が初めて助成事業を開始している。

●「孤立予防対策検討プロジェクト」発足
　（横浜市）

　全国で相次いでいる孤立死の問題を受けて、
横浜市は26日、庁内で横断的に対策を検討する
「孤立予防対策検討プロジェクト」の初会合を
開催し、健康福祉局・子ども青少年局等の４局
と、区役所の担当者が出席した。
　会議では、複数人の家庭で孤立死事件が起き
ていることを踏まえ、個人情報保護法に配慮し
つつ、どのように情報を共有し、地域での孤立
を防ぐかなどを検討。４月以降、電気・ガス等
のインフラ事業者や、民生委員児童委員など地
域の代表者を交えて議論を深めていく予定。

●避難者数、今なお34万人超
　復興庁によると、３月28日現在、東日本大震
災の影響で、親族・知人宅に身を寄せる人を含
めた総避難者数は34万4,345人。このうち仮設
住宅やみなし仮設、一般住宅等で生活している
方は32万6,357人で、本県には2,892人が生活し
ている。岩手・宮城・福島県では、現在も33カ
所の災害ボランティアセンターが設置されてお
り、さまざまなボランティアを募集している。
（３月24日現在、全社協調べ）
◆全社協 被災地支援・災害ボランティア情報
　ホームページ（http://www.saigaivc.com/）



❖ 親子で本を楽しんでリラックス！
　子どもたちは新しい環境に慣れるまで、緊張の毎日
を送っています。初めて経験することに驚いたり、時
には心が傷ついたりすることもあるかもしれません。
子どものことが心配なお母さん・お父さんは今日１日
をどのように過ごしてきたのか聞きたいものですが、
子どもの心をいたわってあげることのほうが大切で
す。家に帰ってきたら、学校や幼稚園・保育園のこと
は忘れさせて、しっかりと休ませてあげましょう。そ
こでおすすめしたいのが、親子で一緒にのんびりと楽
しめる本です。
　『小学館の図鑑NEO＋ぷらすくらべる図鑑』（小学
館）は生き物の大きさや乗り物の速さ、世界や日本、
宇宙や地球などの違いを迫力たっぷりのビジュアルを
使って比べます。項目は約50と幅広く、親子それぞれ
に何度も開きたくなるページが見つかるでしょう。

　『フェリックスの料理ブック』※は、
食いしん坊なウサギのフェリックスが
世界24カ国37の料理を紹介します。作
り方には絵や写真が添えられて分かり
やすく、親子で協力しながら料理に挑
戦すれば子どもは大喜びです。

❖ 親も本によってラクな気持ちに！
　『読み聞かせは心の脳に届く』（泰羅雅登著・くもん
出版）によると、本の読み聞かせは子どもだけでなく、
親の脳にも効果があるそうです。入学・入園・進学で
不安を感じているのは、実は子どもより親の方が強い
ともいうので、ぜひ読み聞かせも楽しんでください。
　『子どもが育つ魔法の言葉』※は親が読んで気持ち
がラクになる育児本です。子どもが言うことを聞かな
い時、いじけている時などにどのような言葉を掛けれ
ばよいかが分かります。子どもをむやみに怒らなくな
るばかりでなく、親がどのような考え方で暮らしてい
けばよいかのヒントもあり、今後の生き方にも役立つ
でしょう。
　また、お父さんに読んでほしいのは『父親力』※。
父親の低い声は叱る時に大きな効果があるなどの研究
データから、父親が子どもに及ぼす影響について知り、
父親の役割とは何かを考えさせてくれます。それから、
『「子どものために」という前に』※は登園・登校拒否
やいじめなど、母親対象の講座でよく出る相談に対し
て、著者が自らの子育ての経験を通して得た意見をま
とめた一冊です。子育てに正解はないという優しい語
りかけに、きっと心が落ち着くはずです。

※本の紹介
① 『フェリックスの料理ブック』アネッテ・
ランゲン話、コンスタンツァ・ドローブ絵、
栗栖カイ訳（ブロンズ新社）
②  『子どもが育つ魔法の言葉』ドロシー・ロー・
ノルト、レイチャル・ハリス著、石井千春
訳（ＰＨＰ）
③ 『父親力』正高信男著（中公新書）
④ 『「子どものために」という前に』青木悦著
（けやき出版）

① ② ④③
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ （N）ままとんきっず　がお伝えします !新生活の始まりに読みたい
親子で楽しめる本 親の心が休まる本

　桜の花が咲き、うららかな陽の光に包まれる春。
入学・入園・進級を迎え、新生活がスタートする季
節です。子どもたちは期待に胸を膨らませつつ、不
安も抱えています。お母さん・お父さんも心配で、
落ち着かない日々を過ごされているのでは？
　今回は、そんなときに読むとほっとできる本を、
先輩お母さん・お父さんに聞きました。

　1993年、子育て中のお母さんが集まり、子育てタウン情報
誌『ままとんきっず』を発行。子育てに関するメール相談、
親子が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支援
活動を展開。情報誌・単行本の発行物は40冊を超え、一部
は海外でも翻訳出版。最新刊『子育てしながら輝いて生きる
─０～６歳　育児を楽しくするママたちの声─』も大好評。
2010年の内閣府「チャイルド・ユースサポート章」を受賞。
＜連絡先＞川崎市多摩区菅稲田堤３―５―43
　　　　  ☎/FAX　044－945－8662
　　　　  URL　http://www.mamaton.jpn.org/　
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福祉最前線
—現場レポート—

◎�このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　「自閉症」は、生まれながらの脳の障害です。人間関
係や社会的関係を理解することが難しく、コミュニケー
ションに困難を抱えています。
　人は、生まれて間もなくから、お乳を飲みながら母親
の視線を捉え、泣き声や笑顔などの表情でコミュニケー
ションをとり、やがて言葉を覚え、人との関係の中で育っ
ていきます。けれども、自閉症の人は赤ちゃんのときか
らコミュニケーションに困難を抱えていますので、普通
は泣き声で「ママどこにいるの。僕のそばに居て」と甘
えたり、「お腹が空いたよ」と要求したりするのですが、
そうした表現ができないため、母親を必要としていない
ように見え、心ならずもネグレクト（育児放棄）状態に
陥ってしまうこともあります。父親があやしても呼びか
けても反応がないため、自分は無視され、拒絶されてい
るのではないかと感じてしまう場合もあります。
　そして、そうした子どもを抱え、どのように接し、子
育てをしていったらよいか分からず、悩み苦しんでしま
うのが現状です。

　メンターは「信頼のおける相談相手」という意味で、
神奈川では、（社）日本自閉症協会が行っている「ペアレ
ントメンター養成研修」で相談技術や信頼関係の確立の
仕方などの訓練を受けた親たち十数名が、診断を受けた
ばかりの子どもの親や、さまざまな子育ての悩みを持つ
親の話を聴き、情報提供を行う活動をしています。
　親は専門家ではありませんが、専門家ではできない経
験からくる心からの共感と、想いに寄り添った相談支援
をすることができます。
　自分の経験からくる価値観を押し付けるのではなく、
それぞれのご家族が、子どもの障害を受け入れるプロセ
スの中で、自律的に考え、お子さんの年齢や発達段階に
応じた課題に取り組んでいくことを、一緒に考え、応援
します。お医者さん・療育者（機能発達などを促す治療
教育訓練者）・学校の先生・福祉従事者・相談機関など
自閉症の人が関わるさまざまな方と連携を図り、情報を
提供し、子どもについての相談だけではなく、家族自身
の心のケアに役立てばと活動をしています。

ペアレントメンター（親による親のための相談支援）

　1968（昭和43）年設立。現在は、県域11
地区の自閉症児・者親の会が集まった連
合体組織で、自閉症の人とその家族の幸
せを願ってさまざまな活動を行っている。

〈連絡先〉海老名市門沢橋6−11−29（佐々木方）
　　　　☎/ＦＡＸ 046−238−8490

　相談役　江崎　康子
神奈川県自閉症児・者親の会連合会



�「
政
策
提
言
委
員
会
」の
取
り
組
み

　

平
成
23
年
度
、
本
会
で
は
、
活
動
推
進

計
画
の
重
点
事
業
と
し
て
「
政
策
提
言
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
本
会
の
会
員
組
織

を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
政

策
提
言
や
そ
の
背
景
に
あ
る
課
題
を
把
握

す
る
調
査
を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
言

項
目
や
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
委
員
会
で
論
議
し
、
２

つ
の
重
点
提
言
、
６
つ
の
政
策
提
言
、
部

会
・
協
議
会
・
連
絡
会
か
ら
の
提
言
（
左

ペ
ー
ジ
）、
と
い
う
３
部
構
成
の
提
言
集

を
ま
と
め
ま
し
た
。（
下
表
）

２
つ
の
重
点
提
言

　

重
点
提
言
は
、「
格
差
の
な
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
確
保
」
と
「
身
近
な
地
域
に

お
け
る
地
域
福
祉
の
推
進
」と
し
ま
し
た
。

「
格
差
の
な
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確

保
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
権
改
革
一
括

法
が
第
１
次
、
第
２
次
と
相
次
い
で
定
め

ら
れ
、
地
方
へ
の
権
限
移
譲
が
ま
さ
に
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
高
齢
・

障
害
・
児
童
と
い
っ
た
分
野
を
超
え
、
さ

ら
に
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
や
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
で
あ
る
当
事
者
団
体
・
家

族
会
関
係
者
か
ら
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
課

題
で
し
た
。
法
や
制
度
上
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
主
体
や
責
任
主
体
が
「
国
か
ら

県
」「
県
か
ら
市
町
村
」
と
な
り
、
地
域

に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
展
開
が
期
待
さ
れ

る
一
方
で
、
不
況
が
続
き
税
収
の
落
ち
込

む
中
で
、
地
域
主
権
・
地
方
分
権
の
理
念

の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
本
当
に

応
え
て
い
け
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
身
近
な
地
域
に
お
け
る
地
域

福
祉
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
経

済
状
況
や
急
速
な
少
子
高
齢
化
、
制
度
の

は
ざ
ま
か
ら
生
じ
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
な
ど

を
背
景
に
、
高
齢
・
障
害
・
児
童
な
ど
へ

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
は
別
に
、
身

近
な
地
域
に
お
い
て
住
民
参
加
の
支
え
合

い
の
活
動
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
市
町
村
社
協

な
ど
に
、
こ
う
し
た
活
動
を
働
き
か
け
て

い
く
専
門
職
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

と
も
に
、
社
会
福
祉
施
設
に
つ
い
て
も
、

地
域
貢
献
と
い
う
視
点
と
合
わ
せ
、
地
域

福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
身
近
な
地
域
に
お

け
る
地
域
福
祉
を
進
め
て
い
く
大
き
な
担

い
手
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
へ
提
言
す
る
だ
け
で
は
な
く

　

と
り
ま
と
め
た
提
言
は
、
県
の
副
知
事

や
保
健
福
祉
局
長
、
地
域
保
健
福
祉
部
長

等
へ
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
厚
労
省
（
社
会
援
護
局
総
務
課
長
）

や
全
社
協
（
事
務
局
長
等
）、
県
市
長
会
・

町
村
会
に
対
し
て
も
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
行
政
等
へ
の
働
き
か
け
を
進

め
る
一
方
で
、
政
策
提
言
委
員
会
で
は
、

各
提
言
項
目
の
背
景
に
あ
る
福
祉
課
題
を

行
政
に
提
言
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉

関
係
者
に
よ
っ
て
主
体
的
・
横
断
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
議
論
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
関
係
者
が

会
員
と
し
て
集
い
、
県
全
体
の
福
祉
の
向

上
を
目
指
す
本
会
と
し
て
は
、
部
会
・
協

議
会
・
連
絡
会
活
動
を
含
め
た
本
会
の
事

２月25日には、会員から寄せられた課題の一つであっ
た、東日本大震災を踏まえた災害時の対応をテーマに
実践交流会を開催しました

連 載

　本会では、昨年度から、制度や施策に対して福祉の現場から声を出していこうと、政策提言
委員会を立ち上げ、本会会員の意見や提案を集約し、神奈川の福祉を向上させていくために、
県や国などに提言書を提出しました。本年度の連載では、この提言項目をもとに、その背景に
ある社会的な課題や今後の展望などについて、項目ごとに掘り下げていきます。

かながわの福祉課題を追う！

福祉課題の共有化を目指して
～政策提言項目とその背景の課題から～

『社会福祉制度・施策に関する提言』提言項目
第１部　重点提言
　①格差のない福祉サービス水準の確保に向けて
　②身近な地域における地域福祉の推進
第２部　政策提言
　①福祉人材の確保・定着・育成
　②権利擁護の促進
　③多様化・複合化する福祉課題への対応の促進
　④セーフティネットの仕組みの改善
　⑤福祉サービスの質の向上
　⑥東日本大震災をふまえた災害時への対応
第３部　部会・協議会・連絡会からの提言

1No.
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業
や
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
よ
る
部

分
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
分
野
の
課
題
を
い
か
に
共
有
す
る
か

　

本
会
に
は
会
員
活
動
の
場
と
し
て
、
部

会
・
協
議
会
や
連
絡
会
と
い
っ
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
や
種
別
に
分
か
れ
て
活
動
す

る
場
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
仕
組
み
は
、

同
じ
課
題
認
識
を
持
つ
会
員
同
士
の
議
論

が
行
わ
れ
や
す
く
、
本
会
と
し
て
も
今
後

も
大
切
な
場
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
政
策
提
言
項
目
や
課
題
に
つ
い
て
も
、

現
実
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
も
の
が
、
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
個
別
具
体
的
な
提

言
項
目
は
、
現
実
的
で
課
題
が
明
確
で
あ

る
一
方
で
、
そ
の
具
体
性
ゆ
え
に
直
接
関

係
す
る
人
の
範
囲
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

　

本
会
に
は
、
こ
う
し
た
個
別
分
野
の
提

言
を
、
会
員
を
は
じ
め
、
県
内
の
福
祉
関

係
者
や
県
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
て

い
く
福
祉
課
題
と
し
て
、
広
げ
て
い
く
役

割
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
本
会
が
展
開
し
て
い
る
事
業
と

の
関
連
性
が
深
い
も
の
に
お
い
て
も
、
会

員
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ま
と
協
力
し
な

が
ら
、
広
域
の
社
協
と
し
て
の
役
割
を
発

揮
し
、
共
通
の
取
り
組
み
課
題
を
深
め
る

場
づ
く
り
と
、
福
祉
制
度
・
施
策
に
つ
い

て
の
提
言
に
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
本
紙
の
連
載
は
、
政
策
提
言

活
動
か
ら
み
え
て
き
た
福
祉
課
題
を
掘
り

下
げ
、
本
会
が
展
開
し
て
い
る
事
業
と
の

関
連
性
や
県
内
の
状
況
、
事
例
な
ど
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
共
通
の
取
り
組
み
課
題
を

深
め
る
場
と
し
て
い
き
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
号
は
、
重
点
提
言
項
目
で
あ
る
「
格

差
の
な
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保
」

に
つ
い
て
詳
細
に
追
っ
て
い
き
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

本会会員（部会・協議会・連絡会等）からの提言項目・抜粋
経営者部会 　訪問看護・訪問介護の充実／最低基準、地方単独補助／入
所施設の利用者の減員目標設定／子ども・子育て新システム／視覚障害
者の同行援護 など
児童福祉施設協議会 　5県市の措置者による処遇の差がない仕組みを／
児童福祉に関わる諸制度等（条例）を極力5県市で統一したものに
母子生活支援施設協議会 　複合的な福祉課題を有する人々への支援強化
／母子生活支援施設の利用世帯に対し児童相談所・福祉事務所が積極的
に連携を／被虐待児受入加算の期間制限の撤廃とＤＶ被害者受入加算の
新設 など
保育協議会 　「子育て新システム」移行について
老人福祉施設協議会 　介護保険制度見直しに係る地域区分について
障害福祉施設協議会 　介護職員による、たん吸引等の研修事業／震災対
策の早期見直し／障害児入所施設の職員配置基準の見直し など
社会就労センター協議会 　工賃アップ支援事業の継続／未成年者への居
住支援（グループホームでの生活）／グループホームを出ての一人暮らし
の支援／就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業における営業専属職員配置を など
福祉医療施設協議会 　無料低額診療事業の対象者の拡大
更生福祉施設協議会 　県内介護保険適用除外施設の取り決め／更生保護
活動と福祉活動との連携の推進／ホームレス施策の継続及び充実
地域生活施設協議会 　発達障害者の地域支援ネットワークの充実と早期
発見のためのスクリーニング事業の整備／日常生活圏における地域福祉
の推進／障害のある青年期の余暇支援の充実／外国につながる子育て支
援の保育指針の策定、及び、それに基づく支援システム
介護老人保健施設協議会 　診療・介護報酬の改定と今後の事業運営につ
いて①介護型療養病床の全廃に向けた政策と延長等を踏まえた抜本的見
直し、②地域包括ケアシステムの介護老人保健施設の役割の明確化
民生委員児童委員部会　法律に基づいた全国一律の制度とした民生委員
児童委員活動の堅持／自治体からの民生委員児童委員活動に必要な個人
情報の提供／民生委員児童委員活動の正しい理解のための周知活動の強
化
保護司部会 　刑務所等矯正施設出所者の福祉的支援（生活支援）の強化
／児童虐待の防止対策の強化／更生保護・保護司活動の正しい理解のた
めの周知活動の強化
市町村社協部会 　地域福祉推進のための市町村社協の基盤整備／市民後
見人の養成及び支援制度の充実／行政による財政的支援の明確化
第２種正会員連絡会 　血友病医療ネットワーク中核病院設立／成人先天
性心疾患者の治療ができる県立病院を／地域福祉型福祉サービス体制の
確立とその充実・実践の促進－特に重度重複障害児者の多機能型拠点の
整備／町内会・自治会と連携した地域福祉活動の活性化／肢体不自由児
者向けグループホーム整備／緊急時の通学支援体制の確立／市町村の障
害福祉サービスの充実／透析者を含む障害児者の移動困難に対する通院
支援の充実／湘南東部福祉圏域に重症心身障害児施設を／ピアカウンセ
ラーの養成、ペアレントメンターの養成／障害者相談支援事業所職員の
自閉症についての研修／災害時における障害者支援対策／成年後見人の
養成／教員研修や教科書で、てんかんの知識の普及を／要保護児童の措
置解除後の自立状況の把握／要保護児童の未成年後見人の選定／障害者
の権利擁護における日常生活自立支援事業及び成年後見制度の拡充 など
第３種正会員連絡会 　無料低額診療事業の対象者の拡大

※�『社会福祉制度・施策に関する提言』は、本会ホームページ�（ http://www.knsyk.
jp）に掲載しています

9
第725号　福祉タイムズ　2012.4.15



10
第725号　福祉タイムズ　2012.4.15

　

16
歳
か
ら
20
歳
前
後
の

子
ど
も
、
青
年
が
自
立
の

難
し
さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
、

高
校
卒
業
後
に
進
学
や
就

職
な
ど
、
自
立
に
向
け
て

少
し
ず
つ
歩
ん
で
い
き
、
家
庭
や
学
校
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
児
童
養
護
施
設
や
里
親
家

庭
等
で
暮
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的
養
護

を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
が
18
歳
を
迎
え
、

高
校
を
卒
業
し
て
社
会
へ
巣
立
つ
と
、
自

立
を
支
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
り

ま
す
。
本
会
が
政
策
提
言
を
ま
と
め
る
た

め
に
、
平
成
23
年
度
に
会
員
に
向
け
て

行
っ
た
課
題
把
握
調
査
で
は
、
こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
の
必
要
性
が
見
え

て
き
ま
し
た
。（
関
連
記
事
８
・
９
面
）

　

ま
た
、
社
会
的
な
養
護
を
受
け
る
子
ど

も
た
ち
以
外
に
も
、
発
達
障
害
や
軽
度
の

知
的
障
害
、
精
神
疾
患
な
ど
を
理
由
に
自

立
の
難
し
さ
を
抱
え
る
若
者
の
支
援
に
つ

い
て
、
定
時
制
高
校
・
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
ひ
き
こ
も
り
青
年
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
会
は
、
３
月
９
日
に
「
自
立

の
難
し
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
の
『
い

ま
』〜
青
年
期
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
に
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
子

ど
も
の
支
援
に
携
わ
る
方
を
中
心
に
約
80

名
が
集
ま
り
、
課
題
を
深
め
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
う
ち
、
自
立
援
助

ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
前
川
礼
彦
さ
ん
（
湘

南
つ
ば
さ
の
家
ホ
ー
ム
長
）
は
「
虐
待
を

受
け
た
体
験
や
精
神
疾
患
が
あ
る
た
め
に

勤
務
が
難
し
い
子
ど
も
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
必
要
と
し
て
い
な
い
け
れ
ど
人
間
関
係

を
つ
く
る
こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
な
ど
、

働
く
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
を
ど
う

支
え
た
ら
よ
い
か
」
と
、
自
立
を
取
り
巻

く
厳
し
い
環
境
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
障
害
児
入
所
施
設
の
状
況
に
つ
い

て
、
岩
本
克
巳
さ
ん
（
く
る
み
学
園
・
や

す
ら
ぎ
の
園
施
設
長
）
か
ら
は
、
近
年
、

家
庭
で
の
虐
待
体
験
・
軽
度
の
知
的
障
害
・

広
汎
性
発
達
障
害
・
情
緒
障
害
等
の
あ
る

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、

「
こ
れ
ま
で
生
活
上
の
介
助
を
中
心
に

行
っ
て
き
た
施
設
に
お
い
て
も
、
子
ど
も

の
知
的
障
害
が
軽
度
化
し
て
い
る
傾
向
が

あ
る
。
介
助
を
必
要
と
せ
ず
、
職
員
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
て
い
て
も
、

社
会
の
中
で
人
間
関
係
を
築
い
た
り
、
悩

ん
だ
と
き
に
だ
れ
か
を
頼
り
な
が
ら
生
き

て
い
く
こ
と
が
難
し
い
方
が
増
え
て
い

る
」
と
、
障
害
児
施
設
の
対
象
年
齢
を
超

え
る
18
歳
以
降
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
支

え
る
か
、
課
題
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
定
時
制
高
校
や
児
童
相
談

所
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
後
、
参
加
者
か

ら
は
20
歳
を
超
え
て
支
援
が
必
要
な
と
き

に
、
自
ら
声
を
上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
人

た
ち
が
支
援
者
と
つ
な
が
り
に
く
い
な

ど
、
現
場
の
悩
み
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
関
東
学

院
大
学
准
教
授
の
鈴
木
力
さ
ん
は
「
虐
待

や
障
害
、
貧
困
な
ど
複
雑
に
絡
み
合
い
、

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
自
身
が
主

体
と
な
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
つ
な
が

り
な
が
ら
、
側
面
的
に
支
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
」
と
ま
と
め
、
青
年
期
の
自
立
を

支
え
る
た
め
に
、
福
祉
・
教
育
・
医
療
・

就
労
等
の
分
野
を
超
え
て
、
具
体
的
な
連

携
を
深
め
て
い
く
必
要
性
が
共
有
さ
れ
ま

し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

県社協の
ひ ろ ば

県社協の
ひ ろ ば

児童養護施設を退所した方の状況
調査を踏まえ、自立の難しさを伝
えるコーディネーターの鈴木さん

自
立
の
難
し
い
子
ど
も
た
ち
の
「
い
ま
」

　
〜
平
成
23
年
度
課
題
発
信
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

～東北施設商品販売会「がんばろう東北」開催！～
　東日本大震災により被災した障害者就労支援施設が、懸命に復興へ向けて
一歩ずつ歩みを進めていることを忘れず、神奈川県から応援し続けられるよ
うに、東日本大震災から１年となる３月10日、11日、イオングループのご協
力のもと、東北の施設でつくられた商品の販売会を行いました。当日は多く
の方が足をとめ、熱心に商品を選んでくださり、ほとんどの商品を完売する
ことができました。この収益はそれぞれの施設の売り上げとなり、障害のあ
る方々の工賃につながっています。一度だけで終わらせることなく、今後も
応援の輪をつないでいきたいと考えています。 （社会福祉施設・団体担当）
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

役員会の動き
◇ 理事会＝３月16日（金）①苦情解決
事業第三者委員の選任②事務局の
組織及び職制等に関する規程の一
部を改正する規程（案）③事務局職
員就業規程等の一部を改正する規
程（案）④平成23年度県社協一般会
計並びに公益事業特別会計及び収
益事業特別会計補正予算（案）⑤平
成24年度県社協事業計画並びに収
支予算（案）
◇ 評議員会＝３月29日（木）平成24年
度県社協事業計画並びに収支予算
（案）

第11回かながわ高齢者福祉研
究大会のご案内
　高齢者福祉施設職員や学生等によ
る研究発表・介護技術発表のほか、東
日本大震災の支援活動のポスター
セッション、学生や職業訓練生対象の
施設紹介・就職相談コーナーなど、本
県の介護現場の最前線を発信します。
第11回発表テーマ(168題を予定)

＜研究発表：施設系＞食事・栄養・口腔ケア
／排泄・入浴ケア／認知症ケア／ターミナル・
医療との連携／安全管理／アクティビティ・
リハビリ・レクリエーション／ケアプラン・
相談援助／ユニットケア・グループケア／人
材育成・業務改善と効率化／その他（防災等）
＜研究発表：在宅系＞地域密着（グループホー
ム）・小規模多機能／地域包括支援センター
／デイサービス事業／訪問介護・居宅支援事
業／養護・軽費・ケアハウス／その他（防災等）
＜介護技術発表＞緊急時対応（ノロウィルス
対応）／移動介助／レクリエーション／介護
食の展示と食事介助

◇ 日時＝７月３日（火）午前９時30分
～午後５時（午前９時受付開始）
◇ 場所＝パシフィコ横浜
◇ 対象＝高齢者福祉施設・介護保険
事業所等の職員、介護福祉士養成
校等の学生・教育関係者、利用者・
家族・ボランティア、その他関心
のある方
◇ 参加費＝5000円　※学生は無料
◇ 申込締切＝５月14日（月）午後５時
◇ 申込方法＝ホームページ上の専用
フォームに必要事項を入力
　 URL https://apollon.nta.co.jp/
11kanagawa/

◇ 問合先
・ 参加申込みについて 
（株）日本旅行横浜支店  
☎045-641-9604 ℻ 045-651-0072

・ 大会プログラムについて 
本会社会福祉施設・団体担当

　☎045-311-1424 ℻ 045-313-0737
　 URL http://www.kanagawafukushitaikai.jp

「親権ってなんだろう？親の言い分
子の言い分」シンポジウムのご案内
◇ 日時＝５月26日（土）午後１時30分
～４時30分（午後１時受付開始）

◇場所＝横浜市泉区民文化センター
◇対象＝関心のある方
◇定員＝300名　※先着順
◇ 問合先＝（N）子どもセンターてんぽ 
☎045-473-1959 ℻ 045-477-5822  
URL http://www.tempo-kanagawa.org/

寄附金品ありがとうございました
〈一般寄附金〉脇隆志
〈交通遺児援護基金〉（社）神奈川県自
動車会議所、横浜ビルシステム（株）
〈子ども福祉基金〉佐藤和成
〈ともしび基金〉（福）進和学園しんわ
本人自治会連合会、樋口正典、どん
ぐりくらぶ、（社）全日本不動産協会
神奈川県本部、（公社）不動産保証協
会神奈川県本部 （合計3,666,293円）
〈寄附物品〉ともしび製品展示コー
ナーＯＢ会、神奈川県定年問題研究
会、サンケイリビング新聞社横浜本部
（いずれも順不同、敬称略）

NTT東日本神奈川社会貢献活動推進協議会の
渡辺茂一代表代行（左）とNTT東日本―神奈川
の小畑哲哉代表取締役社長（右）へ、かながわ
子ども福祉基金寄附金への感謝状を贈呈
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医療・福祉界の健全発展に資することが私たちの使命です。

医療・福祉業界の皆様が抱える様々な問題の解決に向けて、
経営コンサルティング・税務会計・会計監査などの専門サービスを
総合的に提供できる体制を整備しております。

福祉施設の皆様が地域のニーズに応え、時代や政策に適切に対応できる
ようご支援します。ご気軽にご相談下さい。

東京都中央区銀座 8-11-11 TK 銀座 8丁目ビル
TEL（03）3572-3051　E-mail：info@kawahara-group.co.jp
URL：http://www.kawahara-group.co.jp/

◆福祉経営コンサルティング
◆福祉施設・医療機関への人事コンサルティング
◆福祉施設に特化した会計指導・代行　
◆医療経営コンサルティング　など

川原経営グループ
（株）川原経営総合センター／税理士法人川原経営

ISO9001 認証登録
（税理士法人川原経営）

赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｃ
♥
」
は
、
神
奈
川
県
教
育

委
員
会
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

だ
っ
た
金
井
加
代
子
さ
ん
と
、
神
奈
川

県
立
高
校
の
教
員
補
助
者
だ
っ
た
、
福

島
県
双
葉
町
出
身
の
折
原
正
秀
さ
ん

が
、
昨
年
４
月
に
設
立
し
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。
震
災
の
影
響
で
神
奈
川
に
転
校

し
て
き
た
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、

仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
交
流
会
を
開
い

た
り
、
進
路
相
談
・
学
習
支
援
を
行
う

な
ど
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
３
月
に
行
わ
れ
た
交
流
会

に
参
加
し
、
事
務
局
長
を
務
め
る
金
井

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

笑
顔
と
元
気
を
取
り
戻
そ
う

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
、
折
原
さ
ん
の

勤
め
る
高
校
に
、
同
郷
の
転
入
生
が

入
っ
て
き
た
こ
と
で
、当
時
の
彼
ら
は
、

ふ
さ
ぎ
込
ん
で
元
気
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、「
自
分
た
ち
が
笑
顔
に
な
れ
る

こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
」
と
、
３
名
の

転
入
生
が
集
ま
り
、
第
１
回
交
流
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

金
井
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
が
、
親
や
周
り
の
大
人
た
ち
の
判

断
で
神
奈
川
に
転
居
し
、
気
持
ち
の
整

理
が
追
い
つ
か
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
も
う
一
歩
踏
み
出
す
に

は
、
笑
顔
と
元
気
を
取
り
戻
せ
る
場
や

仲
間
づ
く
り
が
大
切
で
は
な
い
か
」
と

活
動
の
趣
旨
を
振
り
返
り
ま
す
。

神
奈
川
で
の
生
活
を
チ
ャ
ン
ス
に

　

交
流
の
輪
が
広
が
る
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
故
郷
を
離
れ
た
こ
と
に
後
ろ
め

た
さ
を
感
じ
た
り
、「
親
の
負
担
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
。
一
刻
も
早
く
、
復
興

に
役
立
た
な
く
て
は
」
と
ひ
た
む
き
に

考
え
る
様
子
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
も
と
の
か
た
ち
に
復
興
す
る
の
は
、

今
の
社
会
を
つ
く
っ
て
き
た
大
人
の
役

割
。
も
っ
と
よ
い
故
郷
に
し
て
い
く
の

が
、未
来
を
担
う
あ
な
た
た
ち
の
役
割
。

自
分
は
だ
れ
の
た
め
に
何
が
出
来
る

か
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
今
、
何
を

す
べ
き
だ
ろ
う
か
」

　

神
奈
川
に
転
居
し
た
こ
と
を
人
生
の

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
ほ
し
い
と
、
金
井

さ
ん
は
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
ま
す
。

�

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

第 10 回交流会のテーマは「レッツよこはま探
検」。桜木町駅から横浜中華街に向かうルート
を入念にチェックして探検に出かけます

 「みんなで集まって、いろん
な話をしてみない？」と呼び
掛ける金井さん

◆ＳＤＣ♥
　茅ヶ崎市東海岸２－１―58
　さんこうビル２階
　☎/ＦＡＸ 0467―82―0678
　E-mail sdc.heart@gmai.com
　URL http://www.sdc-heart.com/

Ｓ
Ｄ
Ｃ
♥
～
震
災
で
神
奈
川
に
転
校
し
て
き
た
中
高
生
の
会

【発行日】2012（平成24）年4月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】鈴木和夫
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川新聞社
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX045-312-6302　E-mail  kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

グループ名の「ＳＤＣ♥」には、心からの笑顔を取り戻
す（Ｓ）、夢をあきらめない（Ｄ）、常にチャレンジ、チャ
ンスに変えるたくましさを（Ｃ）、故郷を思う心と人へ
の思いやり（♥）という思いが込められています

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、

�

変
わ
ら
な
い
思
い
を
大
切
に
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